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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

10
月
29
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

野
上
孝
子
氏
（
山
崎
豊
子
氏
元
秘
書
）

　
　
　

田
中
光
子
氏
（
㈱
文
藝
春
秋
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

１
０
０
人

山
崎
豊
子
先
生
の
素
顔

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会

日
時　

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

足
立
了
平
氏
（
神
戸
常
磐
大
学
短
期
大
学
部
口
腔
保

健
学
科
教
授
）

会
費　

無
料

健
康
は
健
口
か
ら
―
意
外
な
老
化
予
防
法

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
」
大
阪
連
絡
会
・
市
民
講
座

日
時　

11
月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
６
階
会
議

室

講
師　

山
本
直
史
氏
（
岡
山
大
学
病
院
歯
周
科
講
師
）

会
費　

会
員
無
料　
　

定
員　

60
人

歯
周
組
織
再
生
治
療
の
変
遷
と
塩
基
性
線
維
芽
細
胞

成
長
因
子
（
ｂ
Ｆ
Ｇ
Ｆ
）
の
臨
床
応
用
へ
の
展
開

北
大
阪
地
区
講
習
会

日
時　

 

11
月
13
日
（
日
）
午
後
２
時
30
分
〜
５
時

　
　
　

（
懇
親
会
：
午
後
５
時
〜
７
時
）

集
合　

 

大
阪
城
公
園
大
手
前
駐
車
場
す
ぐ
、
大
手
門
西
側
城

内
案
内
板
前
付
近 

※
午
後
２
時
30
分
出
発

講
師　

渡
辺
武
氏
（
元
大
阪
城
天
守
閣
館
長
）

会
費　

 

６
０
０
円
（
大
阪
城
天
守
閣
入
場
料
）
※
懇
親
会
参

加
者
の
み
別
途
３
０
０
０
円　
　

定
員　

15
人

コ
ー
ス　

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い

大
坂
城
の
歴
史
を
た
ど
る
―
真
田
幸
村
と
大
坂
の
陣

大
阪
市
東
部
・
南
部
・
北
部
地
区
文
化
企
画

日
時　

10
月
30
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

片
倉
朗
氏
（
東
京
歯
科
大
学
口
腔
病
態
外
科
学
講
座

教
授
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

高
齢
者
に
多
い
口
腔
乾
燥
と
味
覚
障
害
―
チ
ェ
ア
ー

サ
イ
ド
で
の
基
本
的
な
対
応
に
困
ら
な
い
た
め
に

10
月
度
生
涯
研
修

日
時　

11
月
19
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

疋
田
英
司
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

会
費　

会
員
・
家
族　

無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

医
療
機
関
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
ど
う
扱
う
べ
き
か

―
年
末
調
整
へ
の
対
応
法

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
策
講
座

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

桑
原
征
平
氏（
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー

）が
講
演

中
村
理
事
が
魅
力
を
紹
介

道
頓
堀
開
削
の
歴
史
刻
む

　

日
本
橋
と
い
え
ば
、
現
在

で
は
電
器
店
街
の
イ
メ
ー
ジ

が
強
く
、
橋
の
印
象
は
薄
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し

か
し
、
江
戸
時
代
の
日
本
橋

は
、
大
坂
を
代
表
す
る
橋
の

　

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九

条
の
会
は
２
０
０
６
年
に
発

足
し
、
今
年
で
10
周
年
を
迎

え
ま
す
。

　

現
在
、
憲
法
の
改
正
や
自

衛
隊
の
海
外
活
動
へ
の
動
き

が
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
る

中
で
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

方
々
に
、
私
た
ち
の
取
り
組

み
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
テ
レ
ビ
で
お
な

じ
み
の
桑
原
征
平
さ
ん
に
や

さ
し
い
言
葉
で
戦
争
、
憲
法

と
に
し
ま
し
た
。

　

桑
原
さ
ん
に
つ
い
て
は
、

危
険
を
顧
み
な
い
体
当
た
り

リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
記
憶
に

あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
明
る
い
イ
メ
ー

ジ
の
桑
原
さ
ん
で
す
が
、
そ

の
生
い
立
ち
は
壮
絶
で
、
父

親
か
ら
家
庭
内
暴
力
を
受
け

た
過
去
が
あ
り
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
で
桑
原
さ
ん
は
父

親
の
「
陣
中
日
記
」
を
紹
介

し
な
が
ら
、
父
親
の
虐
待
が

戦
争
の
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
に
よ
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
、

父
親
の
亡
き
後
、
は
じ
め
て

許
す
気
持
ち
に
な
っ
た
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

桑
原
さ
ん
は
１
９
４
４
年

生
ま
れ
。
憲
法
と
同
じ
時
間

を
生
き
て
来
ま
し
た
。
そ
の

時
そ
の
と
き
の
国
民
の
関
心

ご
と
を
お
茶
の
間
へ
伝
え
て

き
た
方
で
す
。
講
演
で
は
、

日
時　

 

11
月
３
日
（
木
・
祝
）
午
後
３
時
か
ら
５
時
30
分

（
開
場
：
午
後
２
時
）

会
場　

エ
ル
お
お
さ
か
２
Ｆ
エ
ル
シ
ア
タ
ー

定
員　

８
０
０
人

参
加
費　

無
料
（
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
）

お
申
込　

06
―
６
５
６
８
―
７
７
３
１
（
協
会
事
務
局
）

桑
原
さ
ん
の
歩
ん
だ
道
の
り

と
、
憲
法
、
報
道
に
つ
い
て

の
思
い
な
ど
に
も
触
れ
て
お

話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

古
謝
さ
ん
に
は
今
年
６
月

19
日
に
沖
縄
県
那
覇
市
内
で

開
か
れ
た
「
被
害
者
を
追
悼

し
海
兵
隊
の
撤
退
を
求
め
る

県
民
大
会
」
で
歌
わ
れ
た

「
童
神
」
も
演
奏
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

 

（
お
お
さ
か
医
科
・
歯
科

九
条
の
会
歯
科
世
話
人
・

 

中
村
新
太
郎
）

に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
、

沖
縄
、
全
国
と

活
躍
さ
れ
て
い

る
民
謡
歌
手
の

古
謝
美
佐
子
さ

ん
に
歌
声
を
披

露
い
た
だ
く
こ

　

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
は
今
年
で
10
周
年
を
迎
え
る
。
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
桑
原
征
平
氏
、
民
謡
歌
手
の
古
謝
美
佐
子
氏
を
出
演
者
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
。
九
条
の
会
歯
科
世
話
人
を
務
め
る
中
村
理
事
の
参
加
呼
び
か
け
文
を
掲
載
す
る
。

（
１
９
１
４
年
）
に
道
頓
・

道
卜
に
従
五
位
が
追
贈
さ
れ

た
の
を
記
念
し
て
、
地
元
有

志
が
建
碑
し
た
も
の
で
あ

「
安
井
道
頓
」
の
名
で
知
ら

れ
て
き
た
。
道
頓
は
慶
長
17

年
（
１
６
１
２
年
）
か
ら
、

平
野
藤
次
郎
・
安
井
九
兵
衛

（
道
卜
）
ら
と
道
頓
堀
川
の

開
削
に
着
手
し
た
。
し
か

し
、
大
坂
の
陣
で
豊
臣
方
に

つ
き
戦
死
し
た
。
戦
の
あ

る
。
道
頓
堀
の
開
削

者
の
名
前
は
、
広
く

と
、
堀
川
と
両
岸
の
町
家
が

完
成
し
、
川
は
「
道
頓
堀
」

と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

そ
の
道
頓
だ
が
、
近
年
で

は
安
井
家
の
人
物
で
は
な

く
、
平
野
郷
（
大
阪
市
平
野

区
）
の
七
名
家
の
一
つ
成
安

（
な
り
や
す
）
家
の
人
物
で

あ
る
こ
と
が
通
説
と
な
っ
て

い
る
。
安
井
九
兵
衛
は
、
江

戸
時
代
に
な
っ
て
南
組
惣
年

寄
と
な
り
、
道
頓
堀
の
繁
栄

と
大
坂
の
市
政
運
営
に
尽
力

し
た
。
安
井
家
は
代
々
惣
年

寄
と
し
て
、
日
本
橋
北
詰
に

屋
敷
を
構
え
て
い
た
。
道
頓

は
安
井
家
の
人
物
で
は
な
か

っ
た
が
、
碑
は
そ
の
屋
敷
前

に
建
っ
て
お
り
、
道
頓
と
道

卜
の
功
績
を
今
に
伝
え
て
い

る
。 

（
つ
づ
く
）

（
大
阪
歴
史
博
物
館
・

 

八
木
滋
）

 　

▽
隔
月
掲
載
。「
浪
花
の

八
百
八
橋
」
と
呼
ば
れ
る
水

の
都
・
大
阪
。『
大
阪
の
橋

も
の
が
た
り
』（
創
元
社
）

の
著
者
ら
が
大
阪
の
橋
に
つ

い
て
語
る
。

一
つ
で
あ
っ
た
。
紀
州
街
道

に
続
く
堺
筋
の
道
頓
堀
川
に

架
か
る
橋
で
、
川
か
ら
は
京

都
や
金
毘
羅
行
き
の
船
が
発

着
し
、
周
辺
に
は
宿
（
旅

館
）
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。

繁
華
街
に
も
近
く
交
通
の
要

衝
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い

た
。
ま
た
、
数
少
な
い
公
儀

橋
（
幕
府
が
直
接
管
理
す
る

橋
）
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。

　

当
時
の
大
坂
の
市
街
地
は

道
頓
堀
の
南
あ
た
り
で
終
わ

っ
て
い
た
が
、
橋
か
ら
南
に

堺
筋
に
沿
っ
て
町
が
細
長
く

伸
び
て
い
た
。
長
町
で
あ

る
。（
１
７
９
２
年
に
半
分

が
日
本
橋
筋
に
改
称
）
長
町

の
南
の
木
津
・
今
宮
あ
た
り

は
、
古
来
那
古
浦
（
名
呉
・

名
護
、
な
ご
の
う
ら
）
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
そ
の
名
に
因

む
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
長

町
に
も
宿
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
。
そ
の
ほ
か
に
傘
・
団
扇

・
唐
櫛
の
店
が
多
か
っ
た
と

『
摂
津
名
所
図
会
』
は
記

す
。
電
器
店
街
に
な
っ
た
の

は
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

橋
の
北
詰
（
東
側
）
に

「
安
井
道
頓
・
道
卜
紀
功

碑
」
が
あ
る
。
大
正
３
年

▲
『
摂
津
名
所
図
会
』
に
描
か
れ
た
日
本
橋　

▶
橋
の
北
詰

（
東
側
）
に
た
つ
「
安
井
道
頓
堀
・
道
卜
紀
功
碑
」
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土地建物付（枚方方面）
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第１回　日本橋

浪
花～駅名となった橋～～駅名となった橋～
八百八橋物語八百八橋物語

10
月
15
日
付
同
封
の
チ
ラ
シ


